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盛岡大学・盛岡大学短期大学部　資料請求における個人情報の取扱いについて　
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令和８年度　入学試験問題出題者講評

学校推薦型選抜　小論文

　近年、児童虐待の通報件数が増加傾向にあります。その理由として、どのような要因が考えられま
すか。あなたの考えを述べなさい。

（600 字以上 800 字以内）

１　出題の意図（形式・傾向）
　出題のねらいは、①課題の意味を正確に把握しているか、②課題を自分の考えで論じているか、③
自分の考えを適切な段落構成で、論理的に展開できているか、④正しい言葉、文字を使用し、文章表
現の仕方が適切であるか、⑤原稿用紙の使い方が適切で、丁寧な字で指定された字数の中で論じられ
ているか、の 5 点を見ることにある。
   配点率は、論理能力（論旨の明確さ、着眼点、独自性）が６割、構成（段落構成、章立て）が２割、
表現能力（文章の豊かさ）が２割である。そして誤字、脱字、仮名遣いの間違い、字数の増減等につ
いては減点となる。

２　採点後の講評
　出題は、「近年、児童虐待の通報件数が増加傾向にあり」その理由としてどのような要因が考えら
れるのか」を問われている。一般的に通報件数が増加傾向にある理由となっている要因として、1 つ
は、児童虐待に対しての問題が行政や関係機関の作成した啓発ポスターや広告が広く社会に周知され
てきていることが考えられる。メディアからの情報も報道以外にドラマや映画で取り上げられ、児童
虐待に対する関心が高められ身近な問題として意識されるようになってきている。もう 1 つの要因と
しては、養育環境の悪化が考えられる。例えば経済的困窮や不安定な就労状態、地域社会における孤
立などの生活環境の悪化が引き金となって、児童虐待の発生と増加に影響を与えているのではないか
と推測される。
　これらの状況などをどのように捉え、社会の状況から児童虐待の通報件数が増加傾向になってきて
いる理由として、要因は何か、なぜそう考えたのか、について論じていくことが要求されている。
　今回の平均点は、71.8 点で平年より高い傾向にあった。高評価につながった理由としては、児童虐
待の通報件数が多くなってきている要因について、回答者がそれぞれの視点で具体的に取り上げられ
ていたことがあげられる。もう少し詳しく見ると、最高点 77.5 点、最低点 62.5 点で、この差が 15 点
であった。それは取り上げた内容が児童虐待の通報件数が多くなってきている要因について、なぜそ
の内容を取り上げたのかについてその理由が相手に伝わるように論じられていたかどうかの違いが
あげられる。思いついたものをそのまま取り上げてしまうと、理由も曖昧になってしまう。他にはな
いかといろいろ考えたうえでその中から最もふさわしいものを選んで答えることで、その答えに自信
をもって伝えることができ、読み手も共感しやすくなると考える。
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総合型選抜（併願制）　小論文

　ある年長児が「あの子がいるから園に行きたくない」と言ってきました。
　あなたが保育者であった場合、この子どもにどのように関わり、どのような援助を行いますか。
　子どもの気持ちへの理解、友達との関係づくり、保護者との連携を含めて、あなたの考えを述べな
さい。

（600 字以上 800 字以内）

１　出題の意図（形式・傾向）
  出題のねらいは、①課題の意味を正確に把握しているか、②課題を自分の考えで論じているか、③
自分の考えを適切な段落構成で、論理的に展開できているか、④正しい言葉、文字を使用し、文章表
現の仕方が適切であるか、⑤原稿用紙の使い方が適切で、丁寧な字で指定された字数の中で論じられ
ているか、の 5 点を見ることにある。
   配点率は、論理能力（論旨の明確さ、着眼点、独自性）が６割、構成（段落構成、章立て）が２割、
表現能力（文章の豊かさ）が２割である。そして誤字、脱字、仮名遣いの間違い、字数の増減等につ
いては減点となる。

２　採点後の講評
　出題の内容から、最初に年長児が「あの子がいるから園に行きたくない」と訴える背景に、遊びの
中でのトラブルや人間関係の不安など、さまざまな要因が考えられるが、そこで保育者として大切な
のは、子どもの気持ちを否定せずに受け止めることである。子どもの気持ちに共感し、安心して自分
の思いを話せる雰囲気をつくり、子どもの心を落ち着かせることが第一歩になる。次に、友達との関
わりについての支援をすることが必要で、問題となった場面を振り返り、友達との関わりにおいて問
題になっていることは何かを理解する。そして問題になっている相手の子と話し合う場を設け、保育
者はそれぞれの気持ちを受け止め、それぞれの気持ちを相手に伝えられるようにしながら相手の気持
ちに気付くことができるように援助する。さらに保護者との連携を図り園での様子を丁寧に伝えると
ともに、家庭での様子を伺い、子どもに対する援助の仕方を共有することが大切である。保育者とし
ての姿勢は、それぞれの子どもの気持ちを尊重しながら相手の気持ちを理解させ、いざこざやけんか
等の問題場面を通して人との関わり方を学べるように援助していくことが大切な役割であると考え
る。
　今回の平均点は、60 点満点中 49 点であり、100 点に置き換えた場合 81.6 点となった。上記の観点を
抑えて、当事者の子の気持ちを受け止め、相手の子と関わり、そして保護者との連携を図りながら進
めていくことについても抑えて論じていたので高得点となっていた。最初に問題を見たときに、何に
ついて問われているのかを把握し、そのことについて自分の考えた対応についてその理由をまとめ、
全体の構成を整理して考えることが大切である。
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一般選抜　国語

１　出題の意図（形式・傾向）
　国語の入試は、「現代の国語」と「言語文化」の内容を出題範囲としている。
　設問は大きく三つからなり、それぞれの問題は、設問〔一〕が７問、設問〔二〕が６問、設問〔三〕
が１問となっている。
　設問〔一〕は、岸見一郎著の『本をどう読むか』から出題した。問題は、漢字の書き取り５題、漢
字の読み取り５題で語彙力を、５択の選択問題５題で読解力を、字数指定の記述問題 1 題で表現力を
主に問うた。
　設問〔二〕は、古田徹也著の『いつもの言葉を哲学する』から出題した。問題は、設問〔一〕と同
じく漢字の書き取り５題、漢字の読み取り５題で語彙力を、５択の選択問題２題で読解力を、字数指
定の記述問題２題で表現力を主に問うた。
　設問〔三〕は、柏木博著『デザインの教科書』から出題した。問題は、120 字から 160 字で著書の
一文に関する考え方を問い、読解力と文章表現力を主に問うた。
　配点は設問〔一〕が 42 点、設問〔二〕が 38 点、設問〔三〕が 20 点で、合計点は 100 点となって
いる。

２　採点後の講評
　国語の平均点は、70.3 点（昨年度は 73.5 点）であった。最高点は 79 点、最低点は 60 点であった。
　設問〔一〕と設問〔二〕の漢字書き取り問題で誤答が目立ったが、読み取り問題は正答が多かった。
また、選択問題にも若干の誤答が見られた。字数指定の記述問題は、正答に近い回答が多かったが、
説明不足の面が見られ減点があった。
　設問〔三〕の記述問題も、正答に近い回答であったが、説明不十分の部分は減点した。
　今年の国語の問題は、例年と変わらない難易度であったが、漢字の書き取り問題と記述問題で得点
に差がついた。受験生の読解力と文章表現力についての力を確認することができた一方で、漢字の書
き取りに課題が見られた。
　日頃から読書に親しみ、自分の考えを文章で表現する力を磨いて欲しい。
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令和６年度〜令和８年度　学校推薦型選抜　小論文

年　度 幼　児　教　育　科

令和 8 年度
　近年、児童虐待の通報件数が増加傾向にあります。その理由として、どのような
要因が考えられますか。あなたの考えを述べなさい。

（600字以上800字以内）

令和 7 年度

　幼児期に大人から掛けられて嬉しかった言葉や対応について、体験を踏まえて答
えなさい。
　また、嬉しいと感じた理由と、子どもたちに関わる際にその体験をどのように還
元させていきたいと思うか書きなさい。

（600字以上800字以内）

令和 6 年度

　現代の生活において、スマートフォンやインターネットなどの利用が必要不可欠
になっています。その一方で、子どもたちが自然のなかで遊ぶ経験が少なくなって
いるともいわれます。そこで、教育や保育における電子機器の効用と自然とのふれ
あいについて、あなたの考えを述べなさい。

（600字以上800字以内）

令和６年度〜令和８年度　総合型選抜（併願制）　小論文

年　度 幼　児　教　育　科

令和 8 年度

　ある年長児が「あの子がいるから園に行きたくない」と言ってきました。
　あなたが保育者であった場合、この子どもにどのように関わり、どのような援助
を行いますか。
　子どもの気持ちへの理解、友達との関係づくり、保護者との連携を含めて、あな
たの考えを述べなさい。

（600字以上800字以内）

令和 7 年度

　幼児の生活の大半は遊びであると言われ、その遊びを通じて多くのことを学びま
す。幼児は遊びの中でどのようなことを学んでいると考えますか。
　また、そのためには、どのような関わりが必要であるか具体例を挙げて述べて下
さい。

（600字以上800字以内）

令和 6 年度

　近年、子どもの遊びにおける「自由に使える時間、異年齢との関わり、空き地や
自由に出入りできる野山等」がなくなってきており、コミュニケーション力の減
少、体力低下などの子どもたちに問題が生じている。このことについて、あなたは
どのように考えるか、理由を挙げて述べなさい。

（600 字以上 800 字以内）
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令 和 八 年 度 　 盛 岡 大 学 短 期 大 学 部 　 一 般 選 抜 　 試 験 問 題 　 国 　 語
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令和８年度　一般選抜試験問題解答例

国語　　配点 100 点
　〔一〕　問一　（a） 賛成　（b） 矛盾　（c） 言及　（d） 無理筋　（e） 弄
　　　　問二　（ア） ぎもん　（イ） すいそく　（ウ） ゆいいつ　（エ） たいてい
　　　　　　　（オ） らいだん
　　　　問三　④
　　　　問四　①
　　　　問五　�本を読むことは、著者と対話することと同じで、著者が言っているこ

とにおかしいと思った場合、読むのを中断して確認したり、どこが間
違っているのかを考えたりすることができ、しかも言い返されたりす
ることも気にせず反論できる点がトレーニングになる。

　　　　問六　��①
　　　　問七　��①

　〔二〕　問一　（a） 促　（b） 希少・稀少　（c） 短縮　（d） 襲　（e）紛
　　　　問二　（ア） い　（イ） かんが　（ウ） しろもの　（エ） せんさい
　　　　　　　（オ） もうれつ
　　　　問三　④
　　　　問四　②
　　　　問五　�勉強に励みつつ規則正しい生活を送った相乗効果で、集中力が高まり

成績が向上した。
　　　　問六　�子どもの伝えたいことを聞き出したり、身体の異変を伝えたり、言葉

で説明できない際のコミュニケーションの助けとなる役割。

　〔三〕　問　　�道具や装置あるいは他者との関係の中で感じた「協応構造」は、人や
ものとの相互に対象的な関係である。デザインを決定するためにもの

（デザイン）に意識が向いがちになる。しかし、デザインにおいて、も
のと人間との相互の関係に意識を向けて互いの関係を理解することが
重要であると考える。

（2 点× 5）

（2 点× 5）
（3 点）
（3 点）

（10 点）
（3 点）
（3 点）

（2 点× 5）

（2 点× 5）
（3 点）
（3 点）

（5 点）

（7 点）

（20 点）
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